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1 まえがき

近年、60 GHz 帯無線通信の研究が盛んに行われている。
60 GHz 帯における回路設計では、波長に対して素子の大き
さが無視できない。このため、MIM Transmission Line (MIM
TL) と呼ばれる伝送線路の一種が図 1 のようにデカップリン
グ素子として用いられる [1]。MIM TLとは、信号線の両側に
並列に容量を並べることによって、特性インピーダンスを低く

した伝送線路である。しかし、この MIM TLは特性の測定が
困難であるため、モデリングを正確に行うことが難しい。本研

究では、MIM TL のモデリングを行うために、この特性をよ
り正確に測定するための手法を提案する。

2 提案手法

2端子受動素子の特性を測定するには、図 2(a)のような構
造が用いられる。図 3に、実際にこの方法で測定を行い、PAD
と TLを de-embeddingした結果を示す。この図より、MIM TL
の長さが l=40[µm]と l=50[µm]の場合で、特性インピーダン
スや、単位長さあたりの α(減衰定数)、β (位相定数)、また Q
値が異なるという結果になることが分かる。このように、この

測定手法では正しく測定することができない。これは、MIM
TLの特性インピーダンスが低いために、プローブからの入射
波が MIM TLでほとんど反射してしまい、通過特性を正確に
測定することができないからと考えられる。

そこで図 2(b)のように、通常の TLの間で shunt側にMIM
TLを接続し、測定を行うという手法を提案する。この構造で
は入射波の反射が少なくなり、通過特性のより正確な測定が可

能になる。今回はこの手法を用いて測定し、MIM TL のモデ
リングを行った。

3 測定およびモデリング結果

提案構造を用いて、l=40[µm]、l=80[µm]のMIM TLを接続
し、この構造全体の Sパラメータの測定を行った。さらに、こ
の測定結果から 20[µm] の MIM TL をモデリングした。この
モデルと、TL、PADなどの素子のモデルを用いて図 2(b)と同
様の構造を構成し、全体の Sパラメータをシミュレートした。
これらの実測値とシミュレーション値を比較したグラフが図

4、図 5である。これらのグラフより、MIM TLの長さを変化
させても、実測値とシミュレーション値はよく一致しているこ

とが分かる。よって、MIM TLのモデリングをより正確に行う
ことができたと考えられる。

4 まとめ

MIM TL のモデリングを行うために、この特性をより正確
に測定する手法を提案した。この手法によって、MIM TLのよ
り正確なモデリングが可能になった。
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図 2 測定手法
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図 3 series形での測定時の MIM TLの特性
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図 4 l=40[µm] shunt形測定の TEG全体の Sパラメータ
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図 5 l=80[µm] shunt形測定の TEG全体の Sパラメータ
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